






























 4)第Ⅴ層面出土の石器〔第33図～第51図・第6表〕

 Ⅴ層出土の遺物は,第Ⅲ層,第Ⅳ層の包含層出土遺物と異り,比較的広範囲に亘って分

 布する特色を示す。南北グリッド線の145東西ラインを南限とし,東西グリッド線の149南

 北ラインを東限とする。遺物の検出されたグリッドは(8mグリッドを基本とする)15グ

 リッドと少なく,不偏的に分布している。

 また第Ⅳ層でみられた様な,多数の剥片が集結する傾向は殆んどなく,小範囲単位のま

 とまりを示しているのが特徴と言える。たとえば,離れて密集する75-157G・79-161G・

 87-161Gはその好例である。全体的には南東に少なく,北方から西方,特に北西に分布す

 る特徴がみられた。

 遺物はその大半を剥片石器が占め,1023点があり,土器片164点と完成石器65点を有して

 いた。剥片石器は,a形態,b形態ともに出土数量に大差はなく,若干a形態が多く遺存する

 にとどまる。

 a形態に類するグループは不明ax115点を除く,201点が現存してお・り,a8グループの55点

 を最高にa9グループ37点・a727点・a522点・a420点が主体に,a213点・a110点・a69点・

 a125点・a32点・a111点が認められ,第Ⅲ層,第Ⅳ層で少数みられたa10グループは検出さ

 れなかった。

 b形態に属するグループは不明bx21点を除く177点が認められ,b4・b6グループ両者とも

 39点を最高にb830点・b125点・b320点・b717点・.b23点・b5・b92点の順となる。b4・b6

 ・b8・b3・b7が中核的存在を呈し,他は極めて乏しい数量である。

 完成石器としては,Ⅰ群の石鏃6点を含め,Ⅲ群石器の石匙1点・Ⅴ群石器の尖頭状石

 器1点・Ⅵ群石器の石箆状石器・打製石斧類他16点・Ⅷ群石器の縦形サイド・スクレーパ

 ー6点・Ⅷ群石器の横形サイド・スクレーパー6点・Ⅸ群石器の1点とⅧ群石器の磨製石斧

 1点の計35点他がある。

 この中でⅥ群石器に分類した石器群が16点と最も多く,次いで石鏃類のⅠ群石器6点,

 同じくⅦ群石器の縦形サイド・スクレーパー6点等が多く認められた。

 土器はⅠ群土器と称した縄文早期のグループであり,Ⅰ群g類土器を多く残し,同C類,

 同f類,同b類等の順位で検出されているが,殆んどが磨滅のため不明のものが多く,文様

 の識別できる資料は全体の4分の1にすぎなかった。土器の分布は遺跡の西北から北方に

 かけて多く,東から南にかけて極めて少ない傾向がみられる。

 その他,第Ⅴ層面には全体的に遺物の量が第Ⅲ層,第Ⅳ層と比較して少ないが,一方石

 皿,凹石,磨石等の礫器が上層と比べ多数存在する。

 次に各グリッド別に遺物の分布状況,出土遺物の概要について触れてみよう。
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 ◎71-149G(68～71-146～149)

 8点の剥片が,グリッド東側と南側に認められた。土器はなく,a1グループ1点・b41

 点・b6グループ2点・それにa形態不明2点と不明2点がある。その他,本グリッド内には

 全体的に少量の炭化粒が認められている。完成石器はなかった。

 ◎75-169G(72～75-166～169)

 74～75-166～169グリッドに小数群在する。グリッドの西から南隅にかけて土器4点を

 含む38点が検出された。

 遺物は剥片が最も多く,a形態のa4グループ2点・a8グループ3点・a9グループ2点の7

 点とa形態不明剥片ax6点がある。b形態はb3グループ1点・b4グループ1点・b6グループ3

 点・b7グループ1点とb6グループがやや多い程度であった。



 ◎75-165G(72～75-162～165)

 74～75-163～165のグリッド北西隅にかけて少数点在している。a形態(a51点・a81点

 ・a・21点)3点・b形態(b41点・b61点・b81点)3点と少なく,完成石器は認められな

 かった。その他にa形態不明ax2点と不明x2点がある。

 ◎75-157G(72-75-154～157)

 グリッドの北半部に小数分布する。74-155・73-156・73-157・74-156・74-157・75

 -156・75-157に亘って認められた。

 遺物は磨滅の著しい土器片7点と剥片石器10点,それに完成石器1点が含まれている。

 剥片石器はa形態のa2グループ2点とb形態のb4グループ2点,b7グループ1点の計5点そ

 れにa形態の不明剥片石器ax2点・不明x3点の少数であった。



 完成石器は,班群j類(83図一3)1点がある。片面加工のこの箆状石器は,3b面に打点

 を残すことより素材が,縦形の剥片を用いたことが判る。剥離調製は,全般に大担であ

 り,頭部付近に細加工(R7～R9)を施こしている。形態は先端が丸味を呈する基部の尖っ

 た不定形状をなし,箆状と言うよりも,むしろラウンド・スクレーパー的な要素を強くす

 る。

 ◎79-169G(76～79-166～169)

 グリッド全域に群在している。特に東寄りの76～77-166～168を中核として,西北方向

 に分布状況を呈していた。

 出土した遺物は剥片石器を大半に置き,総数で116点を占める。剥片石器はa形態が23点,

 b形態が33点と横形の剥片が縦形の剥片に比べ多く存在し,他のグリットとは異なる要素を



 有している。そのb形態の剥片は(b15点・b21点・b33点・b47点・b610点・b71点・b8

 5点・b91点)33点のうちb6グループが最も多く,次にb4グループが・b1グループ・b8グ

 ループの4形態が主流をなす。

 a形態は(a・2点・a21点・a43点・a52点・a61点・a86点・a97点・a121点)aとa

 のグループを中心に特徴がみられる。

 完成石器はⅣ群f群81図一2)・Ⅷ群a類(84図一2)・Ⅶ群ｃ類(88図一4)・Ⅰ群ｊ類(70

 図一7)の4点が検出している。この中で70図一7は両面に1次剥離面を大きく残す尖頭

 状の石器であり,先端部から縁片部分に主要剥離を施こすことによって尖頭部を作り出し

 ている。形状からみて,石鏃の製作途上品もしくは簡単な剥片鎌の可能性が考えられる。

 84図一2は厚味を呈する縦形の剥片を利用した石器で,基部欠損品である。先端部から両



 側縁を荒い剥離(R9を主にR7・R8)を施した縦長の両面加工石器である。81図一2は両端

 が丸味を有する両面加工の石器である。2b面をバロブ除去から調製を加えて先端部を形成

 し,自然面を大きく残す2a面は刃部に主要剥離を角に施こしている。ちょうどそのため

 か刃部は掻器状な「く」の字状を呈している。88図一4はaのグループ剥片を素材とし,Ⅳ

 a面を除く縁片に主要剥離R7～R9を有するサイド・スクレーパーである。Ⅰa面とⅠb面に

 使用による磨滅痕とⅠb面・Ⅱb面に同様な使用による刃毀痕を有している。以上の宗形石

 器が本グリッド内に認められ,他にグリッド西から南側にかけて,炭化粒を部分的確認で

 きた。

 土器は第Ⅰ群b類土器1点がある。



 ◎79-161G(76～79-158～161)

 グリッドの中央から西寄りに円形状に分布している。遺物は剥片を中心とした102点が

 認められる。剥片はa形態31点と同不明ax20点の51点があり,不明を除くa形態は,a8グル

 ープが15点で圧倒的に多く存在し,他はa9グループ6点,a44点,a72点,a2・a5・a6・

 a12・各点となっている。

 b形態もb4グループが9点と最も多く認められ,b1・b8グループが5点,b64点,b32点

 の計25点がある。両者とも1グループが主体を占めるのを特徴とし,a形態は,a9を除く他

 は比較的著乏なのに対し,b形態はb4を中心に少数グループがまとまってみられる。

 その他にはb形態の不明bx5点とab両形にも認められない不明がx20点と多く存在するの

 が注目される。



 完成石器としては泥岩性の局部磨製石斧1点(98図一7)とⅦ群のサイド・スクレーパ

 ー1点がある。局部磨製石斧は基部が著しく損傷を呈するもので,切断に二次加工を示す

 再調製がみられる。

 ◎69-149G(76～79-146～149)

 グリッドの北東部に僅かに点在する。a形態のa1グループ1点と土器破片1点がある。他

 に礫3点があるが石器ではない。

 ◎83-169G(80～83-166～169)

 80～81-166～167を除く全体に分布する。特に82～83-166～167に集中し,西方から東

 側に広がってみられた。

 遺物は総数94点が検出され,この中には剥片石器81点と完成石器5点それに土器片8点



 がある。主体を示す剥片類はa形態27点(a12点・a21点・a32点・a45点・a61点・a73

 点・a84点・a96点)を確認し,その他には同不明ax13点がある。

 b形態は(b12点・b21点・b35点・b45点・b64点・b73点・b85点・b91点)26点を

 数え,その他にbx3点が含まれている。本グリッドに関してはa形態,b形態ともに平均に

 各グループが存在している。不明剥片は12点ある。

 完成石器はⅥ群b類(76図一1),Ⅵ群f類(81図一3),Ⅰ群d類(68図一14)・Ⅶ群ｃ

 類(87図一4)・Ⅶ群b類(86図一3)の5点が検出されている6

 この中で76図一1は打製石斧群のb類に属し,二等辺三角形をなして,基部と刃部に使用

 痕(磨滅)が著しく,器中央の陵線上にも柄着装痕の光沢が顕著であった。この種の石器

 は本遺跡だけで6点を有しているが,損傷や二次加工等で形状が崩れており,本石器がⅥ



 群b類の基本形状と思われる。81図一3は片面加をなすもので,丸味を有する刃部は鋭角で

 掻岩的である。

 ◎87-169G(84～87-166～169)

 グリッド南東コーナーの84-166付近から西北にかけて小数分布する。19点をなす遺物は

 剥片石器のa形態(a21点・a41点・a82点・a92点,ax1点)7点,b形態(b41点,b6

 2点,b71点,b81点bx1点)6点それに不明x1点の計14点が認められている。

 土器は5点あり,Ⅰ群f類で占められる。完成石器は石鏃のⅠ群b類(67図一5)と打製

 石斧のⅥ群d類(78図一2)の2点がみられた。78図一2は鋭角な刃部を呈する所謂片刃の

 石斧に分類され,2a面に主要剥離と柄着装痕跡を残している。67図一5は基部が幾分内弓

 する二等辺三角状を呈する石鏃である。



 ◎87-165G(84～87-162～165)

 土器8点と剥片石器12点が,グリッド北西コーナーから南東コーナーにかけて斜に分布

 している。剥片石器はa形態が7点(a4・a7～a9・a11各1点・a52点)・b形態が6点(b3

 1点・b42点・b83点)と等しく出土し,その他にax3点・bx1点,x5点の剥片石器があ

 る。

 土器は磨滅のため文様の判別が困難であり,僅に残る文様からはⅠ群のf類とｃ類が認め

 られた。

 ◎87-161G(84～87-158～161)

 南西コーナー部付近の86～87-158～159と84～85-160～161と北東コーナー部付近の二

 ヶ所に亘って密集している。全体的には南西方面から北東にかけての分布である。



 遺物は土器類を中心として,62点が認められている。石器は円礫が大半を占め,完成石

 器Ⅴ群a類がある。

 ◎91-169G(88～91-166～169)

 グリッド中央付近を中心に広がっている。遺物総数86点は剥片石器61点と最も多く,土

 器片19点,完成石岩6点となっている。

 剥片石器としてはa形態22点(a13点,a23点,a42点,a51点,a61点,a72点,a87

 点,a92点,a111点)があり,a8を主にし,b形態は(b14点,b42点,b51点,b72点,

 b82点)16点を有し,b1グループとb6グループが多くみられる。その他a形態不明剥片石器

 砥12点,b形態不明剥片石器bx3点,両者以外の不明剥片石器8点がある。

 完成石器は,点検出されてお・り,Ⅰ群ｃ類(68図一2)・Ⅰ群j類(70図一3)・Ⅴ群b類



 (72図一18)の他3点が認められた。最後の土器類はⅠ群e類・同g類・同h類を主に19点が

 検出され,この中には貝殻沈線を施文する第図一4がみられた。

 ◎91-165G(88～91-162～165)

 第Ⅴ層面の遺物分布では,本グリッドが最も大きく検出する。分布範囲は北東コーナー

 部付近を最密度として,西側から北方にかけて161点が認められている。

 剥片石器類が最も多く存し,a形態(a16点・a22点・a31点,a44点,a56点,a63点,

 a710点,a814点,a98点,a123点)が57点で,それに同不明21点を加えた78点があり横形

 を主体とするb形態(b13点・b310点,b410点,b51点,b66点,b76点,b88点)は44点

 と同不明4点の計48点がある。この中でa形態はa7・a14グループが多く,b形態はb3・b4・

 b8の三グループを中心としている。



 完成石番は先端の尖状を示す箆状石器2点Ⅵ群e類(79図一7・80図一3)を初め,Ⅵ群

 f類(80図一6)・Ⅶ群b類(85図一2・86図一2)の縦形サイド・スクレーパー・Ⅷ群a類

 (91図6～8)の横形サイド・スクレーパー・同欠損Ⅸ群ｃ類(93図一6)その他2点の計

 11点が検出されている。

 土器は1群d類およびb類・f類等21点がある。

 ◎95-169G(92～95-166～169)

 剥片石器を中心とした遺物が95-169・92～93-161～169,94～95-166～167各付近の

 3筒に沿って総計94点が発見された。a形態剥片石岩は,a7～a9グループを中心とし(a23

 点,a42点,a53点,a61点,a77点,a87点,a96点)28点と同不明ax9点がある。b形

 態は比較的平均にし(b12点,b45点,b64点,b72点,b85点)18と同不明bx2点がみ



 られた・他に不明X9点がある。

 完成石器は打製石斧3点があり,基部が尖り刃部がゆるやかに外曲するⅥ群a類(74図1

 と刃部に1次加工面を残し,基部から側片にかけて縁片加工を施こす所謂『トランシェ』

 様石器Ⅵ群ｃ類(77図一1)それに基部が尖状をなし,刃部の平担なⅥ群d類(78図一5)
 が認められた。

 土器は26点を有し,Ⅰ群g類を中心にｃ類,b類が少数みられる。

 ◎95-165G(92～95-162～165)

 グリッド中央から北方および東にかけて分布する遺物は完成石岩10点を含む,117点が検

 出された。剥片石器はa形態を中心に69点があり,a形態(a12点,a21点,a31点,a43

 点,a53点,a61点,a811点,a96点)32と同不明11点で,a8グループが主体的に多く,b



 形態は(b14点,b21点,b31点,b43点,b63点,b71点,b81点,b93点)a形態の

 半数16点を呈し,平均的な数量を示している。ax11点,x10点も他にあった。

 完成石器は前述した95-169Gと同様にⅥ群石器が多くあり,Ⅵ群a類(74図一4)とⅥ

 群ｃ類(77図一3)・Ⅵ群b類(76図一4)・Ⅳ群d類(78-1)・Ⅵ群e類(80図一1)の

 各5形態の打製石斧が認められている。その他石鏃のⅠ群b類(67-15)と横形を呈すⅢ群

 a類(71図一11)の石匙とⅦ群a類,Ⅷ群a類がある。
 この中でⅣ群石器の74図一1・76図一4,77図一3,78図一1,81図一1の幾れにも使

 用痕による磨滅が刃部に明確に残っている。

 土器類は38点あり,第Ⅴ層出土グリッドでは最も多く認められる。Ⅰ群のｃ類が主に38点

 が検出された。















 Ⅵ石器の概要

 本遺跡から検出された完成石器は,総数345点を数え大半の石器はⅣ層によるものである。

 ちなみに各包含層出土の石器の類形をみると第Ⅲ層出土79点,第Ⅳ層出土201点,第Ⅴ層出

 土65点となり,この結果は剥片石器にも類似する。

 ここではⅢ層～Ⅴ層までの一括資料をまとめそれぞれの形態と使用痕等の吟味に主眼を

 おき,下記に大別した。完成石器(RQ)は,第5表～第7表の出土石岩分類表に各出土

 グリッド別に記載しているので参照願いたい。

 石器の分類は,Ⅰ群～ⅩⅢ群の14形態に分け,さらに必要に応じそれぞれ細別した。くわ

 しくは後によるが,Ⅰ群石器66点〔石鏃〕,ⅡI群石器1点〔石槍〕,Ⅲ群石器11点〔石匙〕,

 Ⅳ群石器11点〔石錐〕,Ⅴ群石器23点〔先頭状石器他〕,Ⅵ群石器66点〔打製石斧,石箆

 類他〕,Ⅶ群石器34点,縦形サイド・スクレーパー類〕,Ⅷ群石器26点〔横形サイド・ス

 クレーパー類〕,Ⅸ群石器20点〔スクレーパー等の欠損品〕,Ⅹ群石器7点〔ラウンド・

 スクレーパー類〕,ⅩⅠ群石器17点〔用途不明〕,ⅩⅡ群石器8点〔石核〕,ⅩⅢ群石器8点〔磨

 製石斧類〕,ⅩⅣ珊群石器3点〔石製品類〕となる。

 礫石器は,ⅩⅤ群〔石皿〕,ⅩⅥ群〔磨石〕,ⅩⅦ群(凹石),ⅩⅧ群〔敲石〕の4形態に大別し,

 概要については別項で述べ,以下各群の説明に入る。

 1)完成石器の分類

 Ⅰ群石器〔第67図～第70図第8図版〕

 石鏃および石鏃の未完成を一括し本群とした。石材は硬質頁岩が圧倒的に多く使用され

 他に僅かながら石英と軟質頁岩で占められる。本群に分類した石器は第Ⅲ層～第Ⅴ層まで

 に66点検出されており微細な形状と剥離技法からさらに10形態に細分することが可能であ

 る。

 Ⅰ群a類〔第67図1～3,第8図版1～3〕

 二等辺三角形を有し基部がゆるやかに内湾を示すもので,基部両端の角がとれているの

 を特徴とする。剥離は縁が主要剥離をなすが基部は粗雑である。特に1・2は粗製で第Ⅳ

 層出土である。左右から明僚な調整を加えた3は稜線を有し第Ⅲ層より検出された。3点

 出土。

 Ⅰ群b類〔第67図4～16第8図版4～17〕

 本類は最も出土数が多い石鏃であり,両側縁が,脚部にかけて直線的で二等辺三角形を

 呈し,基部にわずかに抉りを有するグループで,8・15を除き第Ⅳ層出土で占める。5・

 10・16は一次加工面を残し断面形態も比較的不定形を占め,剥離も粗雑である。第Ⅴ層出

 土は8・15である。13点出土。











 Ⅰ群ｃ類〔第68図1～11第8図版18～29〕

 基部がやや内湾をなし,脚部の角が尖状を有すものと丸味をもつ二通りがあり,形状は

 a.b類と同様な二等辺三争形を示す。3・9は成形が雑であるが,その他は左右対照で均整

 がとれているのを特徴とする。11は抉りが明僚で基部は弧状を呈す。断面形態はバラエテ

 ィーに富み,中でも6は三角形を示す。第Ⅳ層出土が大半を占め,8・11は第Ⅲ層,2・

 7は第Ⅴ層から検出された。11点出土。

 Ⅰ群d類〔第68図12～15第8図版30～33〕

 正三角形を有し,基部が微湾を示す非対称的な特徴を持つタイプで4点出土している。

 主要剥離を縁辺に加え,一次加工面を残すものが多く,13を除き成形が粗雑である。

 Ⅰ群e類〔第68図16・17第8図版34・35〕

 逆ハート形を有し,基部に深い抉りを加えたグループに属し,第Ⅳ層より2点出土した。

 16は素材に石英を使用しているもので石鏃では1点だけである。脚部は太く17は丸味を帯

 びている。

 Ⅰ群f類〔第68図18～21第8図版36～39〕

 正三角形を呈し,基部がゆるやかに弓形を示すのを特徴とする。18は先端部が丸味を帯

 び,小形で有るが肉厚を有し20を除き断面も不定形をなすものが大半である。すべて第Ⅳ

 層出土で占められる。

 Ⅰ群g類〔第68図22～25図第8図版40～43〕

 先端部から基部に対して両側縁が垂直に近い形を呈し,基部も平担で左右非対称的で均整

 に欠ける。23は両面に一次加工面を残し小形であり,22・23は先端部も直線的で肉厚を示

 す。

 Ⅰ群h類〔第69図1～7第8図版44～50〕

 Ⅰ群の中では比較的大形の三角形を呈し,断面形態が肉厚を示す特徴を持つ。第Ⅲ層出

 土の3を除き,他は第Ⅳ層出土で占め7点検出された。1は石鏃で最も大形な形状をなし

 両端が平担である。剥離は縁を主体とし,3・7以外は一次加工面を持ち,7は全体的に

 丸味を帯び特異な形態を示す。

 Ⅰ群i類〔第69図8～18第8図版52～61〕

 石鏃の欠損品を本類とした。基部欠損は7点,先端部欠損3点,側縁部が1点を数える,

 12・13は石槍の欠損品の可能性を有す。第Ⅲ層9・13・15・16,第Ⅳ層10・12・14・18,

 第Ⅴ層8・12・17で11点出土した。

 Ⅰ群j類〔第70図1～7第8図版62～66〕

 石鏃の未完成及び加熱による欠損品を本類とする。6は基部が外湾を呈し,他と異質な



 形態を示す。剥離は基部に対しては雑で,先端部にかけての縁辺に集中する特徴をもつ。

 Ⅱ群石器〔第70図8第9図版1〕

 石材は頁岩を使用している。有舌尖頭器(石槍)で第Ⅳ層面下より1点検出された。先

 端部が欠損している。縦身で幅が狭く両端が鋭利な形態を示し,舌状部の形成は未発達を

 呈す。剥離は両面加工調整で左右側縁より明僚な押圧剥離を加え両面に稜線を有し,断面

 は凸レンズ状を示す。

 Ⅲ群石器〔第71図1～11第9図版〕

 つまみ部を有する石器で縦形と横形とがあり,石材は頁岩で占められ,片面加工を主体

 としているものが多く,総数で11点出土し,第W層面が大半であった。外形及び刃部形態

 より横形で両面加工Ⅲa類,縦形片面加工を基本とするⅢb類,縦形で一部両面加工Ⅲc類,剥

 片に雑な調整を加えたⅢb類の4類に分類した。さらに剥離技法に視点を置き細分を加える。

 Ⅲ群a類〔第71図11第9図版2〕

 本群の中で特異な形態を呈し,第Ⅴ層より1点出土した。基部が丸味を帯び全体的に加

 
 

 熱を受けた痕跡が観察され,つまみ部が弾けている。剥離は両縁左右よりR～Rの形態を

 示し断面は薄い凸レンズ状を有し,つまみ部にかけてやや肉厚を呈す。

 Ⅲ群b類〔第71図1～3・5・6第9図版3・5～7〕

 第Ⅳ層で占められ5点出土した。b面に主要剥離を有し,a面の1部にも調整を加えてい

 る。剥離形態はb面にR4～R6を有し,a面はつまみ部調整が主体をなし,Ⅱa・ⅢaにR1を中

 心に施す。1・2a面に磨滅痕が観察でき,さらに5b左縁は使用による刃毀れの痕跡を残す。

 Ⅲ群ｃ類〔第71図4・6・9第9図版4・8～10〕

 4・9は第Ⅳ層出土で基部が欠損しており,全形は不明であるが,9はつまみ部の形態

 から判断して基部が尖状を呈する石器と推定する。6は第Ⅲ層より検出され,大形のつ

 まみ部を有し両縁の中央部でややふくらみを呈し,先端部が丸味を帯びる。剥離は全体的

 に粗製であるが,4は明僚な押圧剥離を有し断面も凸レンズ状を呈す。

 Ⅲ群d類〔第71図2・8第9図版11・12〕

 第Ⅳ層より2点出土した。a面にバロブを有し,b面には稜線を持ち7は薄く8はやや厚

 での縦形剥片を用い7はa3,8はa5を素材とし1cの切断形態を呈する。つまみ部に簡単

 な調整を加えたもので側縁には使用による刃毀れの痕跡を残す。

 Ⅳ群石器〔第72図1～10・21第9図版〕

 尖状部を有する両面加工及び片面加工の石器を一括して本群とした。11点出土している。

 石材は頁岩で占められ,棒状や基部がふくらみを呈する形が多い。外形の特徴や剥離形態

 よりa類～e類の5形態に分類することが可能であった。出土層は第Ⅲ層・第Ⅳ層より検出







 された。

 Ⅳ群a類〔第72図1・2第9図版13・14〕

 棒状を有しつまみ部の形成は明僚でなく,基部に一次加工を残し,錐部にだけ両面加工

 を加え尖状部を成形している。断面は菱形や凸レンズ状を呈し,第Ⅳ層より2点出土。

 Ⅳ群b類〔第72図3・4第9図版15・18〕

 尖状部に対して基部が大きくふくらんでいる特徴を持ち,第Ⅳ層より2点出土した。b面

 には稜線を有し,a面のバルブを除去して成形を加え,剥離は主に錐部に集中する。

 Ⅳ群ｃ類〔第72図6第9図版16〕

 三角形状を呈し縁に剥離を施し,両面に一次加工面を残し先端部が欠損している。石鏃,1又

 は石鏃からの転用品で,第Ⅳより1点出土。

 Ⅳ群d類〔第72図5・7・8・21第9図版17,19～21〕

 打製石斧,石箆の破片を利用して,先端に調製剥離を加え錐部を成形した再利用品で8

 は大形の形態を示し片面加工を呈す。5・21は基部,7は側縁を切断している。4点出土。

 Ⅳ群e類〔第72図9・10第9図版22・23〕

 縦形で肉薄の剥片を素材としa面のバルブを除去している。第Ⅲ層出土の9は雑な剥離

 を9a面に加えただけで錐部の成形も明僚でない。10は第Ⅴ層出土で10a面右縁にR7を加え,

 左縁は切断面を有し,10b面錐部に調整を施し短い尖状部を形成している。

 Ⅴ群石器〔第72図11～20,第73図1～12第10図版〕

 先端部が尖状を呈する両面加工・片面加工を一括して本群とした。石材は頁岩を使用して

 いる。第Ⅲ層～第Ⅴ層より23点出土した。外形及び剥離技法からa類～c類に分類した。

 Ⅴ群a類〔第72図11～14,第73図1・2第10図版1～5〕

 三角形及び二等辺三角形状を呈し,73図1を除き溝形の剥片を素材としズいる。主要剥

 離は両面先端部に加えられている。14aは右縁部が切断しているが明僚な剥離を有し石鏃未

 完成とした。11～13は似かよった外形を呈しているが第Ⅲ層13,第Ⅳ層11,第Ⅴ層12の出

 土であった。

 Ⅴ群b類〔第72図18,第73図11・13第10図版6・7・13〕

 小形で長方形を呈する石箆状石器類のグループで13・18は両面加工で特に18は明僚な剥

 離を示す。11は片面加工で11a面に主要剥離面を持ち,両端を切断し,側縁に調整をなす。

 3点出土。

 Ⅴ群ｃ類〔第72図15・16・19・20第10図版8～11〕

 二等辺三角形を有し先端部がやや丸味を帯び側縁が曲線を示し,基部は徴湾を呈し,断面

 は肉厚を示す特徴が見られる。剥離は両面加工であるが粗雑であり本類を石鏃未完成とし



 た。4点出土。

 Ⅴ群d類〔第72図17,第73図4～7・9・10・12・14第10図版12～14・16～20〕

 本群石器の欠損品を本類とした。本群の中で最も多く9例を数え,大別すると基部欠損

 と先端部欠損がある。両面加工を有するものが多く,その中で細身で明僚な剥離を呈する

 5は石槍の破損品と推定し,幅の広い6は両面加工の石箆であり,17は石鏃の先端である。

 Ⅴ群e類〔第73図3・8第10図版22・23〕

 2点出土した。自然面を有し外形は不定形を呈す。断面はやや肉厚を示し基部に切断面

 を有す。12は片面加工で縁にR・R8の剥離形態を示し,8は一部両面加工を呈している。

 Ⅵ群石器〔第74図～第84図1第10図版～第15図版〕















 箆状石器及び箆状石器の未完成品(製作途上,断念品)を一括して本群とする。本群に

 分類した石器は第Ⅲ層～第Ⅴ層より66点検出された。使用痕跡(柄着装痕)外形状から

 a類～k類に分けた。

 Ⅵ群a類〔第74図1～6,第75図1～3第10図版24～第11図版1・2・4〕

 縁辺が平行に走り,先端部が尖り,刃部がゆるやかな丸味を示す特徴をもつタイプで9

 点出土した。剥離は両面加工を基本とした両縁主要剥離で,刃部は最後に調整を加えてい

 る。74図2ab・3ab・4aの稜線上に観察される磨滅痕は柄着装によるものである。5b面に
 主要剥離を置く74図5,小形で不整形状の74図6は両者とも上端に再加工を加えた痕跡を

 示す。75図2は刃部破損,3は火による上部の弾けであり特に2は使用,もしくは二次

 加工の再調整で破損したものとみられる。本類は使用痕,形状等の吟味より打製石斧とみる

 のが妥当と思われる。第Ⅳ層出土が多く74図2・3・5・75図1～3の6点,第Ⅴ層出土

 74図1・4の2点,第Ⅲ層出土74図の6で1点であった。

 Ⅵ群b類〔第75図4～6,第76図1～4第11図版5～9,第12図版1・2〕

 擬形で先端部が滑めらかな円形を示す形状を主とするグループで,75図4～6は使用痕

 は認められず,刃部が急角度でやや不整形状をなし,その中で4・6は製作断念品もしく

 は,再加工途上品とみられる。76図1～4は両端部に使用痕を有し,同図2・3は使用に

 よる著しい破損状態を呈し,4は微量の刃毀れを生じている。

 本類も打製石斧・打製石斧未完成と推測され,7点出土している。76図1は本群の中で

 最長で12㎝を計る。75図4～6,76図2・3は第Ⅳ層出土,第Ⅴ層は2点で76図1・3で

 ある。

 Ⅵ群ｃ類〔第77図1～5第12図版3～7〕

 外形は短冊形を呈す。刃部に一次加工面を残し,縁辺より主要剥離を施した石器で縦断

 面形における刃部の角度は,極めて鋭利的である。正面より観察できる刃部の形状は

 微量に外湾を示す4を除き直線的であり,刃部を構成する一次加工面は半円形及び三角形

 を呈する。2～4は刃部及び縁辺に対する再調整を施し,2a・3b・4aは一次加工面を失っ

 ている。1・2は前類の76図1～4と同様に両端部に使用痕を有し,1b下端部・2b上端部

 に刃毀れ跡を残し,2b刃部には著しい磨滅痕が観察できた。5の基部両縁辺には柄着装に

 よる痕跡を留める。第Ⅳ属下77図2・4・5,第Ⅴ層77図1・3点である。

 Ⅵ群d類〔第77図6・7,第78図1～7,第79図1第12図版8・9,第13図版1～8〕

 本群の中では多く見られるタイプで基部に至る縁辺が急カーブを描き,刃部は直線的で

 あるが刃部両端の角が取り除かれて若干湾曲を呈する。b面は縁辺より主要剥離を加えa面

 に一次加工面を残し,77図1,78図3・6,79図1はバロブ除去を施す。78図5は,c類と





 類似するが,外形状から本類に分けた。a面が無調整の78図2a面基部稜線上,両端に再調

 整を加えた4b面刃部に観察できる磨滅痕は両者とも柄着装によるものと判断する。特に4b

 の位置に注目したい。77図6も前類と同様に基部縁辺及び6b面上下部に認められた。第Ⅲ

 層出土77図6,78図4,第Ⅳ層出土77図7,78図3,79図1,第Ⅴ層出土78図1・2・5

 ～7,10例を数える。

 Ⅵ群e類〔第79図2～7,第80図1～3第13図版9～15,第14図版1・2〕

 外形状は刃部が半円形を呈し,基部は狭く尖状に近い丸味を帯び,「洋なし形」を有す。

 89図3は矢印方向より意図的に剥離を加えた特異な形態で両面に一次加工面を残し,縁辺

 に主要剥離を施す。打製石斧からの転用で「グレイバー」的要素をもつものとみられる。

 79図2・4,80図1は小形で両面加工をなし,80図2は木葉形有舌尖頭器に類似する。

 使用痕は両端部・縁辺に認められ,本石器類の多目的な用途を示す。第Ⅲ層出土は79図

 4,第Ⅳ層は79図2・5・6,80図2,第Ⅴ層は79図7,80図1・3,8点である。
 Ⅵ群f類〔第80図4～6,第71図1～3第14図版3～8〕

 aも両面に一次加工面,自然面を有し,b面刃部に主要剥離を加え丸く仕上げる特徴をもつ。

 a面形態が無調整を示す80図4・5,バルブ除去を加えた81図1～3,縁辺調整の80図5があ
 る。a面刃部には使用による損傷(刃毀れ)痕跡が,本群石器すべてに観ることができた。

 81図3を除き基部縁辺,a面基部稜線上80図5・6に柄着装痕を認とめる。第Ⅲ層出土5,

 第Ⅳ層出土80図1・5,80図1,81図1,第Ⅴ層出土80図6,81図2・3,6点を

 数える。

 Ⅵ群g類〔第81図5・6,第82図1・2第14図版9～12〕
 刃部から基部に至る縁辺が内側に湾曲を呈し,縦断面がゆるやかな弓形を示す。81図5

 6は,82図2と同様に剥離調整が雑で前者は5a左縁が切断され、後者はb面皿bが無調整で
 ある。82図1aは前類と同様であるが刃部が肉厚である。81図5・6,82図2は柄着装の痕

 跡が認められないことから直接手で持ち,使用した可能性が強い。第Ⅳ層で占められ4点
 出土した。

 Ⅵ群h類〔第82図7・9,第83図1・2第15図版3～6〕

 石鹸形を呈す。82図7は中央部が肉厚で刃部形態は本群のｃ類と同様である。82図9,83

 図1・2は刃部形成が粗雑で,9を除き使用痕は認められない。第Ⅲ層出土82図1,第Ⅳ

 層出土82図9,83図2,第Ⅴ層出土83図1・4の計4点出土した。

 Ⅵ群i類〔第82図3・4第15図版1・2〕

 長方形で小形の外形を有す。3a・4a面に自然面を残し刃部は微妙に曲線を示し,基部か
 ら刃部に至る縁辺は角が取れやや丸味を帯びる。3b面lbは無調整でⅡa・ⅢaにR7～R9の剥









 離を施す。4a面に主要剥離を加え,4b面は稜線が発達し縁辺に簡単な調整を持つ。2点と

 も刃部に使用痕が認められ,4は両面に著しい磨滅痕を示す。第Ⅳ層より出土した。

 Ⅵ群j類〔第82図5・6・8,第83図3～7,第84図1第15図版7～15〕

 本類は形状が不整形を示す。82図5,83図3は縦形の剥片を素材とし,b面に主要剥離面

 を有し,a面は無調整である。両者とも刃部が統一性に欠け製作断念品とした。82図8は,

 形状がe類79図5に類似するが下端部がやや内湾し剥離も雑である。82図6,83図4～6は

 自然面を残し,83図4は両面に観られる。83図7は両面加工の破損品である。上記の石器

 群の中で82図6,83図4を打製石斧の製作途上及び断念品とした。84図1は基部から刃部

 にかけてゆるやかに外湾を呈し,正面から見ると握りこぶしの形状を呈す。再調整におけ

 る製作断念石器である。第Ⅲ層出土は82図5,82図6,第Ⅳ層出土82図6・8,83図4・

 5・7,84図1,第Ⅴ層出土83図3。

 Ⅵ群k類〔第81図4第15図版16〕

 エンド・スクレーパーである。両縁辺が平行に走り基部で半円形を呈しを打面部は若干,

 斜辺をなす。縦形剥片ガを素材に用い稜線を有するb面のⅢA・ⅢA+R4・R5・R6を加えa

 面は無調整でバルブを有す。使用痕は基部以外の縁辺上に観察され,特に調整を施した裏

 面の縁辺に磨滅痕が認められた。磨滅痕の位置は,皿群b類71図1・2と同様である。第Ⅳ

 層より1点検出された。

 Ⅶ群石器〔第84図2～第88図8第16図版～第18図版〕

 縦形の剥片を素材としb面に主要剥離を加えた石器を一括し本群とする。本群に分類した

 石器は第Ⅲ層～第Ⅴ層までに32点が検出され,外形状と剥離技法よりa類～c類の3形態に

 細分し検討を加えたい。

 Ⅶ群a類〔第84図2～8第16図版1～7〕

 細身でナイフ形を呈し,b面に稜線をもつ剥片の側縁に調整を加え刃部を整形している。

 刃部は直線的,あるいはやや弧状をなす。使用痕は剥離を加えた縁辺に多く観察でき,3b

 面に見られる磨滅痕は71図1・2,81図4と対照的位置を示す。2は断面が菱形で両面加

 工であるが側縁剥離が主要をなすので本群に加えた。基部が破損しているので全容は明ら

 かではない。剥離はR7～R9が主体をなすが3b面ⅠbのようにR2を加えたものもある。第Ⅲ層

 出土3・5・7,第Ⅳ層出土4・8,第Ⅴ層出土2・6の7点を数える。

 Ⅶ群b類〔第85図1～6,第86図1～6第16図版8～13,第17図版1～5・8〕

 両側縁辺の中央部が丸味を帯び,基部がゆるやかな尖状を示す外形をもつ。85図1は大

 形のaの剥片を素材として,a面laにR8・R9を加え刃部を形成している。85図2・3・5・

 6,86図1・3～5はバルブ除去を施す。86図2a面左縁凸状部に使用痕が有る。第Ⅲ層出













 土85図1・4,第Ⅳ層出土85図1・3・5・6,86図4～6,第Ⅴ層出土85図2・3,12
 点出土。

 Ⅶ群ｃ類〔第87図1～7,第88図1～8第17図版6・7・9～13,第18図版1～8〕
 不整形で規格性に欠ける。剥離はR7～R9が主体をなし,b面Ⅰa・Ⅱa・Ⅲaに施す。87図

 4・5,88図1・2・5は基部に使用痕が認められエンド・スクレーパーである。第Ⅲ層

 出土は87図2・8,88図5・8,第Ⅳ層出土87図1・3・5～7,88図1～3・7,第Ⅴ

 層出土87図4,88図4・6,総数15点を数える。

 Ⅷ群石器〔第89図,第90図,第91図,第92図5第18図版～第20図版〕

 横形の剥片を素材とした削器を一括して本群とする。本群に分類した石器は,機能的に

 はⅦ群と同様であるが素材の相異から分けた。第Ⅲ層～第Ⅴ層までに26点検出されており,

 剥離技法や外形状よりa類～c類の3形態に分類した。

 Ⅷ群a類〔第89図2・4・6,第90図1・5～7,第91図1・6・8第18図版～第19図版〕

 b3・b6・b7の剥片を素材に用い,b面Ⅲaに主要剥離を施す特徴を持つ。89図2・4はb

 面調製後,a面ⅢaにR9を加えている。6は大形で薄形形状を呈し,縁辺にR3を施す。打面

 を切断している90図6・7,91図1・6・8,その中で91図の6は側縁にもみられる。第

 Ⅲ層からは89図2,第Ⅳ層89図4・6,90図1・5～7,91図1,第Ⅴ層91図6・8で総

 計8点を数える。

 Ⅷ群b類〔第89図1,第92図1～5第19図版11・12,第20図版1～4〕

 6点出土している。断面は厚味を帯び,92図5を除き大形の形態を有し,バルブを除去

 して縁辺調整を施す89図1,92図1は基部にR7・R8を加え刃部を形成し,エンド・スクレ

 ーパー的である。92図1は上縁部が弓形,下縁部は半円形状をなし,a面ⅣaにR・R,b面

 ⅢbにR7～R9を加え刃部を整形している。剥離が雑な92図2は1と正反対の形状を呈す。

 使用痕は92図2を除き縁辺に見ることができた。第Ⅲ層92図1・3・5,第Ⅳ層89図1,

 91図2・4。

 Ⅷ群ｃ類〔第89図3,第90図2～4,第90図2・4・7第20図版5～11〕

 両端が切断されている特徴をもつ。90図4はb面のⅡa・ⅢaにR7～R9を有す。使用痕が同

 面基部右縁コーナー部と先端部右縁にある。91図3は刃部が明僚な半円形を呈し,剥離形

 態はR9を施し片面加工を有す。同図7は石箆状石器の欠損品である。第Ⅴ層出土は91図7

 で他は第Ⅳ層出土であった。

 Ⅸ群石器〔第92図6,第93図第20図版・第21図版〕

 片面加工石器の破損品を一括して本群とする。本群右器は第Ⅲ層～第5層より16点出土

 した。刃部形態や形状より3形態に分類し検討したい。









 Ⅸ群a類〔第93図3・4・9・11・12第20図版13～17〕

 基部欠損でb面稜線に磨滅痕を持つ11を除き,他は頭部損傷である。使用痕が認められ

 る3・4・9は基部の角が取り除かれ丸味を帯びている。12以外は使用による石箆状石器

 の欠損品とした。第Ⅳ層出土で占められ,5例を数える。

 Ⅸ群b類〔第92図6～9,第93図7・8・10第21図版1～6・8〕

 92図6は基部が半円形を呈し両面に調整を有す。他は縁辺調整を主体とし,a面無調整

 である。93図7・8・10の基部縁辺に使用痕が見られる。本類をⅦ群石器の破損品とした。

 第Ⅲ層93図7,92図7,第Ⅳ層92図6・8・9・93図8・9・第Ⅴ層6。

 Ⅸ群ｃ類〔第93図1・2・5・6第21図版7・9～11〕

 6を除きb面に自然面を残し,断面は肉厚を呈す。使用痕は認められず,横形サイド・

 スクレーパーの製作途上における破損品とした。第Ⅲ層1を第Ⅳ層2・5,第Ⅴ層6。

 Ⅹ群石器〔第94図1～7第21図版〕

 ランド・スクレーパーを本群とする。本群石器は第Ⅲ層～第5層より7点出工した。石

 材は頁岩が占める。形状よりa類)円形を呈す,b類)不正楕円形,に大別した。a面は無調

 整を示す。

 Ⅹ群a類〔第94図1・2・4・5第21図版12～15〕

 1・2・4はb面調整後,縁辺に剥離を施し特に4は明僚な剥離を有す。5は縁辺にだけ

 調整を加えている。4点ともバルブ除去を行ない形状を整えている。使用痕は各個の縁に

 認められた。第Ⅲ層1・5,第Ⅳ層2・4,4点出土。

 Ⅹ群b類〔第94図3・6・7第21図版16～18〕

 7は,a11を素材としてb面のⅠb・Ⅱb・ⅢbにR7・R8を施し,縁辺の一部に使用痕が認めら

 れる。6は横形で薄手の剥片を用い剥離調整は雑である。3は石箆状石器からの転用品で

 a面に柄着装痕が認められる。第Ⅲ層出土で占められ3点出土している。

 ⅩⅠ群石器〔第95図,第96図1～4第22図版・第24図版〕

 両面加工・半両面加工で分類外の石器を一括して本群とする。本群石器は第Ⅲ層～第Ⅴ

 層より21点出土した。外形状の特徴よりa類～d類に分類することが可能であった。

 ⅩⅠ群a類〔第95図1～8・13第22図版1～9〕

 外形が円形に近い形態を呈す。4・5・13は小形の形状で両面加工を施した箆状石器に

 類似するものと考えたい。2は肉厚の断面を有し雑な剥離で,前者の製作途上にしたい。

 1・3・6は,両面に一次加工面を残し縁辺に剥離を持つものでスクレーパー的な石器類

 とする。7・8は片面加工でa面バロブを除去している。第Ⅲ層出土2・6,第Ⅳ層出土

 3・5・7・8・13,第Ⅴ層出土1・4,9例を数えた。
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 ⅩⅠ群b類〔第95図9～12第22図版10～13〕

 両端を切断した四角形の形状を有し,側縁に連続的な剥離を持つ。9は大形の形状を呈

 し,9a下端部には刃部調整の痕跡を残す。10はa・b面ⅠaにR8・R9、R12abの左縁のR7～R9を
 加える。小形で雑な剥離を加えた12を含め,本類はサイド・スクレーパー的石器としたい。

 第Ⅲ層出土10・12,第Ⅳ層出土9・11,4例である。

 ⅩⅠ群ｃ類〔第95図14～17第2図版14～17〕

 三角形状を呈すタイプである。厚味の断面を持つ16は石核の残痕,14・15は半両面加工

 で,14は基部,15は頭部が欠損している。17はやや薄形剥片の縁辺に調整を加えている。

 14・15を箆状石器,17はスクレーパーとしたい。第Ⅲ層14・15,第Ⅳ層16・17,4点出土。

 ⅩⅠ群d類〔第96図1～4・6・7第22図版18～21,第24図版3・4〕

 両端及び側縁が,切断された形態を示す。1は第Ⅲ層出土,他は第Ⅳ層で占める。3は

 石器の破片に調整を加えている。6は肉厚で石箆状石器に類似し,7は縁辺に調整を加え

 たサイド・スクレーパーである。

 ⅩⅡ群石器〔第96図5～9,第97図1～3第23図版,第24図版〕

 剥片を得るために用いられた原石(石核)を本群とする。石核は第Ⅲ層より3点,第Ⅳ

 層より5点出土した。石核(残核)には自然面を残すものが多く,比較的小形の原石(頁

 岩が占める)を用いている。石核剥離状況から,a類～c類の3形態に分類することが可能

 であった。

 ⅩⅡ群a類〔第96図5,第97図3第23図版1・2〕

 縦形剥片を剥離している。96図5は打面調整後,打面を移転せず同一方向より剥離を加

 えた痕跡を残す。97図3は,縁辺より方向を変えながら剥離を加えている。第Ⅳ層出土で

 2例。

 ⅩⅡ群b類〔第96図8・9,第97図2第23図版3,第24図版1・2〕

 横形の剥片を剥離した痕跡の石核である。96図9はa類5と同様に打面調整後,縁辺より剥

 離を加える。97図2は180°回転させながら,自然面より直接剥離を加えている。第Ⅲ層出

 土96図9,97図2,3点出土。

 ⅩⅡ群ｃ類〔第97図1第23図版4〕

 石核として使用後,敲石(スタンプ形石器)に転用した石器である。両側縁・広面縁に

 雑な調整を施し,片手で握ってみるとすこぶる握りやすい。底面部に使用痕跡が認められ

 た。第Ⅲ層出土。

 ⅩⅢ群石器〔第98図1～7.9第24図版〕

 磨製石斧を本群とした。本群石器は第Ⅲ層～第Ⅴ層までに8点検出されている。それら
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 の石器は,すべて欠損品で占められる。加工技法より2形態に大別し,刃部形態,形状等

 から細分したい。

 ⅩⅢ群a類〔第98図1・2・4・7第24図版5～8〕

 局部磨製石斧である。1は楕円形で小形の礫を素材とし打面調整後,研磨を加える。刃

 部形態は破損のため不明である。基部欠損の2は,平面刃部が円刃を呈し,斧身は片平刃

 的を示す。4も1と同様に礫を素材とし,形状は1よりやや大形である。刃部は円刃をな

 し斧身は両刃形を呈す。7も2と同じように基部欠損品である。刃部は直刃を示し,斧身

 は4に類似するが断面が多少肉厚である。第Ⅳ下層出土で占められる。4点検出された。

 ⅩⅢ群b類〔第98図3・5・6・9第24図版9～12〕

 磨製石斧欠損品で占められる。第Ⅲ層出土の9を除き,他は第Ⅳ層出土であった。3は

 刃部が欠損しているため形態は不明であるが基部より判断して,定角式磨製石斧で両刃形

 である。5・6は基部欠損で,両者とも刃部は円刃を呈し,斧身は両凸刃形で,刃面は鋭

 利に研磨されている。9は大形で肉厚の形状を有し,前者と同様に基部欠損である。刃部

 形態は円刃であるが敲打によって再調整が加えられている。4点出土。

 ⅩⅣ群

 ⅩⅣ群a類〔第70図9第25図版〕

 粘版岩性の小礫を表裏面から研磨し,将棋の駒状を成形している。a面の上端に直径3mmの

 未貫通の穴を有孔し,鋭利な金属性利器を用いて刻線画を描いている。刻線画は表裏面に

 および,a面の刻線画は髭をあしらった人物顔面像,b面には伏せた兎の像をそれぞれ描い

 てある特異な石製品である。

 ⅩⅣ群b類〔第97図4第25図版〕

 a類と同様な粘版岩を加工した石製模造品である。ST1の床面より検出されたもので形

 態から剣状の模造品とみられる。

 ⅩⅣ群ｃ類〔第98図8第25図版〕

 偏平な河原石を用いて,砥石としたもので,中央に一条の凹を中心に面一体に擦痕が

 みられる。本器もST1の床面より出土した。

 礫石器の概要

 石皿・磨石・敲石・凹石を総称して礫石器とする。石材は砂岩・玄武岩・安山岩等が使

 用され,本遺跡の第Ⅳ層～第Ⅴ層より総数126点出土した。大半を欠損品が占めるのが特徴

 である。

 下記にこれらの礫器について要項を述べ細部については第8表の礫器形態分類表,第9

 表の礫器分類計測表を参照されたい。
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 ⅩⅤ群〔第99図1～4〕

 石皿を本群とする。偏平の河原石を素材とし,中央部の磨面は縁辺との区別がはっきり

 しないものが多く見られる。17点出土で欠損品で占める。

 ⅩⅥ群〔第100図1～10,第101図11・12〕

 磨石を本群とする。形状は長方形や円形で断面が三角形・楕円形を呈する。磨面の数は

 複数を有し,敲痕も観察される。91点出土,57点が欠損品であった。

 ⅩⅦ群〔第101図1～10〕

 凹石を本群とした。円形・楕円形を呈し凹部が複数を有するのが多く認められ,側面に磨

 面や敲痕を持つものがあり多彩な形態を示す。16点出土,欠損は6点を数える。

 ⅩⅧ群　凹部をもたず敲痕だけを有するものを本群とした。2点出土。







 C土器の概要

 第Ⅳ層～第Ⅴ層にかけて1035点の土器類が認められ,層位と時期区分より次の5グルー

 プに分けることができた。

 1)Ⅰ群土器〔第102図1～45,第26図版1～45・第29図版2〕

 第Ⅴ層,第Ⅳ層下部より検出した縄文早期に属する土器類を総称してⅠ群土器とする。

 本群土器は,第Ⅴ層出土を中心に約212点が検出され,文様の施文状況からさらに6類に細

 別する。

 Ⅰ群a類〔第102図1・2,第26図版1・2〕

 縦位の撚糸文を施したグループで2点ある。両者とも保存状態が悪く,沢山の割れ目を残

 している。胎土に多量の石英を含み,色調は暗茶褐色を呈す。

 Ⅰ群b類〔第102図3～5,第26図版〕

 L儂の斜縄文を施したグループで3点ある。全体的に外反し,口唇部で強く外曲するも
 の3・4とその反対に内曲する5の二者があり,そのために口唇が広面をもつ。焼性は良

 く,胎土に少量の石英砂を含んでいる。

 Ⅰ群ｃ類〔第102図6～11,第26図版6～11〕

 無文土器類を本類とした。ゆるやかに外反するものとみられ,口唇部の断面形態より次

 の3グループに分けられる。最初は口唇部が尖りを有するもの6・9口唇部が丸味を有す

 るもの7・10・11,口縁部が幾分外反し,口唇を広くするもの8がある。胎土に微量の石

 英砂を含み硬質である。

 Ⅰ群d類〔第102図12～14,第26図版12～14〕

 口縁部やや外反気味で器壁が肉厚である。文様は不明瞭な原体(解けた?)を浅く圧転ず

 るため,文様の判別が困難である。

 Ⅰ群e類〔第102図15～19,第26図版15～19〕

 具殻沈線を主体とするグループで,第105図4の復元土器1点を含む。復元された土器は

 上半部を残し,胴部下半を失っているが,第105図4に示した復元図の様な器形を呈するも

 のと推測され,胴部がゆるやかにふくらみ,口縁部が外反気味に内曲する所謂『キャリバ

 ー』的な形状をもつ。文様構成は具殻沈線と刺突沈線を主にし,その間を貝殻文で施文す

 る。口縁部は頸部と区画する刺突沈線を平行と波状の組合せ帯を斜状貝殻文を配し,その

 上に一条の刺突沈線,同上端に二条の貝殻沈線を同じ貝穀文で「キザミ」を施する。

 この二条の貝殻沈線を基本として,口縁部から斜に傾垂させその間を貝殻文で埋め,一

 方は渦巻状・さらに縦位の貝殻沈線を中央に置くものと考えられる。胴部は平行刺突沈線

 を間隔を置いて配置し,その空間を貝殻文で羽状に施文している。15～19は上記の文様構
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 成の一部分である。焼性は悪く,磨滅が著しい。

 Ⅰ群f類〔第102図20～25,第26図版20～25〕

 表裏条痕文を主体としたグループで,表面に一条の細い粘土貼付文を施するのを特徴と

 している。条痕は表裏ともに浅く徴細であり,斜状に行なわれている。粘土貼り付け文は

 0.2㎝～0.3cm位を基本として,条痕施文後に行なわれている。焼性は良く雲母と微砂を含む。

 Ⅰ群g類〔第102図26～40,第26図版26～39・43〕

 e類と同様に表裏条痕文を主体とするグループであるが,条痕の施する深さが非常に深

 くするのが特徴と言える。特に裏面が顕著である。

 表面は紐状の粘土貼付によって区画し,条痕を設するもの26・30・31e1類,e1類の条痕後

 に沈線を加えるもの27・28・29e2類,条痕を交互に施文するもの33・35e3類,沈線文を呈

 するものe4類39,裏面と同様に深い条痕を単に設するもの32・34・37・38・39e5類と細別

 することも可能である。焼性は比較的よく石英砂と雲母を多量に含む。

 Ⅰ群h類〔第102図41～45,第26図版40～42・44・45〕

 a～f以外の条痕文類である。41・43・44は無文条痕文土器,42・45は表裏条痕を有して

 いる。胎土は41・44・45が多量の石英砂を含み,42・43は小量の石英砂と雲母を含んで焼

 性は前者に比べ良い。

 Ⅰ群i類〔第102図3・4〕

 尖底部分の2点である。両者とも無文を有し,2は底面が丸味をなすが,3は尖状を示

 す。内側に縦のナデ・外面にも調整による斜状のナデがみられ,焼性は両者とも無く,多

 量の石英砂を含んでいる。

 2)Ⅱ群土器〔第103図1～15第27図版1～14〕

 第Ⅳ層上面付近を中心に検出された縄文前期に求められるもので,a類とb類に大別され

 る。

 Ⅱ群a類〔第103図1～9,第27図版1～8〕

 縄文前期初頭に位置付けられるグループで,磨滅のため文様の明確なものは僅か9点で

 あった。1・2・4・6・7・9は同一個体の破片であり,大きく外反する波状目縁深鉢

 形土翫思われる.波状口縁から胴上部にかけて撚の弱し》Rl罎を不規則に転回させ,胴 

 大部にはL儂・R仕による不整形な羽状線文を施文している。5は撚の弱なR佳斜縄文

 ・8は畷の胴部片である。3は口縁部に二条の沈線を置き,R佳の斜縄文を施文している。

 第L儂図1は突起状の波状口縁を有する深鉢形上半位であり,二条の平行沈線より鋸刃状の
 山形文を呈し体部はL膿の斜縄文を呈している。いずれも少量の石英砂と植物性の繊維を

 含み焼性は悪い。
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 2ｃ群b類〔第105図1・第103図10～15,第27図版10～14〕

 縄文前期末に位置するもので,第Ⅳ層を上心にして50点が認められる。大半は胴部片

 を有し施文様の確認できる土器片は微量であった。第103図の10は二条の沈線を基本とした

 施文を呈した口縁部片である。第103図11は口縁部にS状の粘土紐を貼付したもので内湾す

 る器形をもつ。第103図12～14はR珪を施した胴部片である。

 3)Ⅲ群土器〔第103図16～21,第27図版15～20〕

 第Ⅲ層下面から70点が検出されている。縄文中期後葉期に属するもので,磨消縄文手法

 及び充填縄文を沈線区画内を埋めている。何れも破片なので文様の構成単位文等は明確に

 はできないが16は横に転回するC字状文とみられる。

 4)Ⅳ群土器〔第106図・第103図22～35・第104図1～26・第27図版21～28・第28図版1～31

 第29図版3〕

 第Ⅲ層包含層を主に認められた縄文後期初に位置する土器である。今回検出された土器

 の仲間では最も多く,第106図1点を含む356点がある。本群土器の大半は小破片で占めら

 れてることもあって,文様の明確なものは僅かである。

 平行沈線を配し,充填縄文を施文するもの103図26・27・31・33～35,104図7,16,平行

 多条沈線を施するもの103図25・29・32,104図9・15,斜状沈線を配しL喉・R佳を施
 すもの103図19・21,平行沈線を呈し,粘土を貼付した後に突刺文を有するもの103図22～24

 沈線による区画文〔単位文様判別不可能〕を配し,内部を充填縄文を呈すもの104図9・17

 20・30,無文,縄文,撚糸文等のみを施する(粗製)もの104図1～6,底部片104図22～24

 と渦巻文を施した土版片図26らがみられる。

 5)Ⅴ群土器〔第107図1～11・第108図・2,第29図版4・5・第30図版1～8〕

 STIの竪穴住居跡床面より13点検出された。何れも火災に遭遇しだ二次的な焼性を呈

 し,土器の殆んどは著しい磨滅及び損傷状態を示していた。本群における土器群はST1

 以外の検出は全く存在せず,6棟の竪穴住居を残す№5遺跡,2棟の住居の検出があった

 №3遺跡に関連するものと考え,特にここでは細かな分類,年代的考察は省略し,明年度

 発行する第Ⅱ集報告に詳しく報告する。従って今回は本群の概要を記し,調整は図面に現

 わしているのを参照願おう。

 Ⅴ群a類〔第107図1・第108図1・2〕

 甕形・壺形の二者があり,口縁部を下にして,住居跡のコーナ部分に設置された状況で

 検出された。107図1は西北隅,108図1は南東隅,108図2は北東隅に呈し,外面は主にハケ

 目,内面はヘラナデ手法をなす。

 Ⅴ群b類〔第107図2～4・9～11〕
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